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 今日の第 3 次 AI（人工知能）ブームにおける多様な AI 応用研究を支えているのは、深層学習

を中心とする人工的ニューラルネットワーク技術である[1]。本講演では、まずはじめに、実際の

生物ニューロンが有する閾値を伴う非線形ダイナミクスの特徴を概説する[2]。次に、この非線形

ニューロダイナミクスを数理モデル化する様々な人工的ニューロンモデルやそのハードウェア化

を、歴史的流れも含めて紹介する。最後に、これらの人工ニューロンから成る人工的ニューラル

ネットワークの情報処理、さらにはより広義の並列分散処理を用いた新しい予測理論などの応用

可能性を論じる[3,4,5]。 
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